
「第１０回環黄海経済・技術交流会議」、北九州市において開催 
－環黄海WEEK として盛大に開催。 

環黄海環境経済圏の形成を目指すことで一致。 
 

 ＜概 要＞ 

１． 2010年 10月 14日（木）、福岡県北九州市において、韓国政府、中国政府と連
携・協力して、九・韓・中の環黄海圏における官民フォーラムである「環黄海経

済・技術交流会議『本会議』」を開催しました。 
 

２． 今回の北九州会合は、「環黄海環境経済圏の形成」、「ビジネス成果の創出」、

「二国間経済交流等の推進」、「都市間交流の推進」を狙いとした環黄海ＷＥＥ

Ｋとして、本会議に併せて「環黄海三国局長会合」、「環黄海ビジネスフォーラ

ム」、「環黄海産学官連携学長フォーラム」、「環黄海科学技術フォーラム」、

「環黄海港湾物流経済フォーラム」、「九州・韓国・中国環境ビジネス交流会」の

６つの事業を開催するとともに、第１７回九州・韓国経済交流会議をはじめ「エ

コテクノ 2010」、「東アジア経済交流推進機構（ものづくり部会・環境部会）」の３
つの事業を同時開催しました。 
 

３． 今回の会合では、①本会議において環黄海圏における三カ国の代表挨拶や

関連事業の開催報告に加え、三カ国から「環境・省エネルギー」、「港湾・物流」

など多様な分野での相互協力・提案事項について発表、②環黄海三国局長会

合において環黄海環境経済圏の形成をはじめ環黄海地域の経済・技術交流と

協力等について意見交換を行いました。この結果、より実質的な協力促進に

向けて、今後相互に必要な協議や調整を行うなどフォローアップに努めること

で一致しました。 
 

４． 九州からは、「九州経済国際化推進機構（会長：松尾新吾(社)九州経済連合
会会長、顧問：滝本徹九州経済産業局長）」メンバーのほか、企業、大学など

から４２５名が参加し、韓国から知識経済部韓珍鉉（ハン ジニョン）貿易政策

官（局長）はじめ１３２名、中国からは商務部宋燿明（ソン ヤオミン）副司長、

科学技術部王啓明（ワン チミン）参事官のほか１２６名、が参加しました。（参

加者数：約６８３名） 
 

５．三国局長会合では、「環黄海環境経済圏」の形成に向けて、三国政府当 

局間で相互に合意しました（注）。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

＜九州側の提案＞ 

（１）成果志向の環境・リサイクル産業交流の推進 
（２）アジア低炭素化センターの活動と協力関係の構築 
（３）環黄海地域の経済交流における国際コンベンションの活用 
（４）国際的なインターンシップ・観光事業等における協力 

 (注）三国局長会合における合意 

「環黄海環境経済圏」形成に向けた先導的な「アジア環境産業交流モデ

ル」を構築していくため、三国政府当局間で以下の具体的協力を推進し

ていく。 

①自治体間、クラスター間、業界団体間、大学間などの多様な交流の 

パイプの数を増やし、その一つ一つを拡大していく。 

②投資環境、事業環境整備のための政策対話を続け、公的部門での政 

策的議論を踏まえて、MOUを締結し、今後の制度的課題等についても 

検討していく。 

③様々な商談会の機会を設け、ビジネスマッチング及びそのフォロー 

アップを協力して実施していくことにより、具体的ビジネスの成果 

を創出するとともに、問題が生じた場合には、解決に向けて協力。 

④これに必要な常時協力体制を三国間で構築。 

 

参考）環境・リサイクル分野における九州と韓国・中国間のＭＯＵ締結事例 

        ・2007 年 11 月 韓国産業団地公団と K-RIP 

        ・2009 年 2 月 大連市人民政府と K-RIP 

        ・2010 年 7 月 山東省人民政府と K-RIP 

              ※K-RIP：九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ  



 
 

○開催日：２０１０年１０月１３日（水）～１４日（木） 
 
１．環黄海圏域の大学トップが集う産学官連携学長フォーラム 

環黄海地域の大学の学長等が一同に会し、「環境、地域連携、人材」をテー

マに交流の促進を図るため、研究成果等の発表及び意見交換を実施。参加：１

２１名 
 

○開催日：２０１０年１０月１３日（水） 
１．環黄海科学技術フォーラム 

世界をリードする日中韓３ヶ国のエレクトロニクス分野におけるグローバル企

業の成長戦略、知財戦略を学びつつ、相互認識を深めるため、企業の先進事

例紹介や、今後の交流促進策等を検討。参加：２１７名 
 
○開催日：２０１０年１０月１４日（木） 

 
１．環黄海ビジネスフォーラム 

九州経済連合会、中国商務部等が窓口となり、産学官の環境・省エネ分野

のビジネスチャンスと知財の戦略的活用に関する講演及び事例発表（一部）

及び連携の促進へ向けた大学の取り組みに関する講演及び事例発表と産業

界からの提言（二部：環黄海産学官連携学（総）長フォーラムとの合同セッシ

ョン）を実施。参加：２８７名 
 
２．環黄海港湾物流経済フォーラム 

東アジア・環黄海地域における国際港湾物流の将来像について相互認識を

深めるため、講演及び事例発表、パネルディスカッションを実施。参加：１５６名 
 
３．九州・韓国・中国環境ビジネス交流会 

エコテクノ２０１０の機会を活用し、環境・省エネ分野のビジネス交流・商談組 

成を実施。商談件数：約２００件 
 
４．環黄海三国局長会合 
   日韓中経済協力の中でさらに大きな役割を果たすよう、環黄海環境経済圏 

の形成に向けて三国政府当局間で相互に協力していく旨の合意を得るとともに、

環黄海地域の経済・技術交流と協力等について意見交換を実施。 

 （韓国知識経済部、中国商務部、中国科学技術部、九州経済産業局参加） 
 
５．環黄海経済・技術交流会議本会議 

上記フォーラム等の各総括及び各国から今後の環黄海地域の経済・科学技

術交流促進に向けた協力事業等の提案が行われた後、今次会合の総括を実

施。参加：３２８名 
 

事業結果概要 



環黄海経済・技術交流会議写真 

 
 
 
 
 
 

 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環黄海経済・技術交流会議本会議 

環黄海経済・技術交流会議本会議 
九州側代表挨拶 
滝本九州経済産業局長 


